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てきたので、こちらもお母さん的な感じで見守れるよ
うになってきた」との言葉も聞かれた。ミソドラマを
することで学級に直接的な影響を与えたと一概には言
えないが、子どもたちの持つエネルギーが活性化され、
学級の変化につながるきっかけになったとも考えられ
よう。成長段階にある子どもたちは、これからも様々
な課題や変化を経験することになるが、それを乗り越
えていける力は十分に感じられた。
　学校現場に訪問し、先生方のお話を聞いたり、ミソ
ドラマを実施して子どもたちの持つテーマに触れ、彼
らの持つ力や課題について直に感じられたのは大きな
成果だった。
４．Ｂ中学校の訪問
１）活動状況の概要
　Ａ校と同様に全４回訪問し、１回目は学級を見学し
て学級の課題について情報を集めた。担任の先生から
は、学級では学習や課題、自分自身のことについては
しっかりできると思うが、人間関係をうまく築いたり、
他の人のことについてもっと関心をもってほしいとい
う希望が語られた。
　そのため２回目には集団で危機的状況に置かれると
いう物語を用いてミソドラマを実施した。物語の終わ
りを考えるグループごとの話し合いでは、なかなか動
き出せないグループもあったが、大人の指示のない中
で何とか主体的に動き出そうという動きも見られた。
劇では「最後は夢だった」という終わり方など、葛藤
をどのように引き受けるかがテーマとして表現された。
コンクリートチェンジでは「友達のことを考えなかっ
たりすることがあるから、友達とコミュニケーション
を取ったり、相手のことを考えながら行動する」とい
うことが、学級の児童の多くに選ばれた。
　３回目には、単語の書かれたカードを手がかりに
ディスカッションを行った。コンクリートチェンジで
は「先生と生徒でもっと話し合ったらいいのではない
か。男女で距離があるので、男女でももっと話し合え
ると良い」ということが、学級の児童の多くに選ばれた。
２）成果
　後日フォローアップのためにＢ校を訪れ、担任の先
生からお話を伺った。先生によれば、「セッションは
ちょうど後期の目標を考えた１週間後位の時期で、前
期は“合唱”という１つにまとまるものがあったが、後
期はそのようなものがないので、ややもすればバラバ
ラになってしまう可能性があったが、タイミング的に
適切で、ちょうどよい追い風になった。セッション後、
１～２週間位は“随分クラスが変わったな”という印象
があった」とのことであった。
　Ｂ校においても、今回のプロジェクトが直接的な効
果や影響を与えたかどうかは明らかではないが、何ら
かの「インパクト」があった可能性も存在する。
　また、ミソドラマの目的の一つとして、「子どもた
ちが考えているが上手く言葉にできないことなどを先
生にも共有できるようにする」ということがあるが、
今回のセッション中に出された「先生や他の人とコ
ミュニケーションがあった方がいい」という生徒から
の意見が、先生がもともと感じておられたクラスの
テーマと合致していた。その点において、クラス集団
のもっているテーマが、今回のセッションを通すこと
で明確になり、教師・生徒を含めたクラス内で、課題
テーマが言語化され、意識化されたことは、今回のプ
ロジェクトの成果の一つとして考えられるだろう。
５．今後に向けて
　以上、本プロジェクトの概要と成果について概観を
行った。「ミソドラマ」は日本では馴染みが薄く、本
プロジェクトはその手法を日本の学校現場に応用する
初の試みであった。今回の学校訪問では、セッション
の中で生徒の心理的テーマや、生徒同士および教師-
生徒間の人間関係に関するテーマなどが表現された。
また、参加メンバーの感想からは、子ども達の「力」
を感じさせられた有意義な取り組みであったことが示
された。この手法については、今後さらに改善を積み
重ね、教育現場に資する方法の開発・実践に努めたい。
　最後になったが、本プロジェクト実施に快くご協力
いただいたＡ校、Ｂ校の先生方に心よりお礼を申し上
げたい。 （文責：桑原　知子・学校臨床研究会）
▶セッションの様子
▶セッションの様子
▶セッションの様子
▶紙芝居
